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研究成果の概要（和文）：本研究では、多様な媒体、ジャンルからテキストデータを収集し、統計的データ解
析、被験者実験等により、テキスト特徴量とコミュニケーション・スタイルの関係を実証的に分析した。社会
学、言語学、情報学的、社会情報学的見地から分析を行い、テキスト解析の方法論的拡張をはかるとともに、テ
キスト・コミュニケーションの実態を実証的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study collected a various types of text data from a wide variety of 
media, and conducted empirical researches on the relation between textual characteristics and 
communication styles using statistical data analyses and experiments. This study extended the 
methods on text analyses and obtained empirical findings on text communication.

研究分野：図書館情報学、人文情報学

キーワード： 計算文体論　計量情報学　テキスト分析　統計的データ解析

  ２版
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１．研究開始当初の背景 

 自然言語処理技術の発展と入手可能なデ

ータの爆発的増大により、計算機ベースの

テキスト解析は、その射程をますます広げ

ている。多種・大量のテキストデータを新

たな応用へと役立てることが学術的、社会

的に急務の課題となっている。 

同時に、Webの発達は既存のメディア環

境に変更を迫っている。掲示板、知識交換

コミュニティ、口コミサイトなど CGM（消

費者生成メディア）の興隆は、人々のコミ

ュニケーション・スタイルに大きな影響を

与えている。CGM は、多くの分野で期待

され、利用されているが、同時に、なりす

まし、炎上等、ネガティブな影響も看過で

きない。このような状況のもとで、多様化

する人々のコミュニケーション・スタイル

をテキスト解析技術によって実証的に明ら

かにすることは重要な研究課題である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、多種テキストを収集、整理

し、テキスト特徴量とテキスト発信者のコ

ミュニケーション・スタイルの関係を明ら

かにする。さらに、被験者実験を行うこと

で、それらとテキスト受信者の態度の関係

を明らかにする。計算文体論の手法を用い、

さらに、被験者実験を行うことで、社会科

学分野のテキスト解析にも実質的、方法論

的貢献をもたらす。 

本研究により、多様なメディアの普及に

より変化しつつある現代のコミュニケーシ

ョン・スタイルの一側面が実証的に明らか

になる。これは、将来のさらに多様なメデ

ィア環境を構想し、そこでの、円滑なコミ

ュニケーションのあり方を考えるために有

用な知見を提供する。 

 

３．研究の方法 

すでに収集、整理したテキストに加え、

新たに多種テキストを収集、整理する。

Blog、Twitter等Webデータをクロールし、

新聞、歌詞等、OCRを利用し、多種テキス

トを作成する。作成したテキストファイル

に対して、形態素解析、係り受け解析を適

用し、基本的なテキスト統計量（文章長、

パラグラフ長、文長、文字 (n-gram) 頻度、

形態素 (n-gram) 頻度、共起頻度、係り受

け頻度、要約特徴量）を計算する。 

多変量解析を適用することで、多種テキ

ストの位置関係を明らかにし、テキスト特

徴量への影響要因（著者、ジャンル、時代

ほか）を明らかにする。 

 コミュニケーション・スタイルの構成要

素を類型化し、統制要因を排除した上で、

テキスト特徴量から、各類型をあらわす指

標を作成する。コミュニケーション類型ご

とに、機械学習を適用する。分類に際して

の変数の重要度を計算することで、両者を

区別する特徴量を明らかにする。 

 

４．研究成果 

 まず、テキストデータ、実験データの収

集を行うとともに、基礎的なテキストデー

タ解析を行うことで、諸テキストの特徴を

明らかにした。Webデータのクロール、各

種テキストデータの収集、整理、整形、必

要なメタデータの挿入を行い、作成したテ

キストファイルに対して、形態素解析、係

り受け解析を適用し、基本的なテキスト統

計量（文章長、パラグラフ長、文長、文字 

(n-gram) 頻度、形態素 (n-gram) 頻度、

共起頻度、係り受け頻度、要約特徴量）を

計算した。多変量解析を適用することで、

多種テキストの位置関係を明らかにし、テ

キスト特徴量への影響要因を調査した。ま

た、フィールドでのインタビュー、アンケ

ートを行い、コミュニケーションの基礎的

特徴を検討した。機械学習を適用すること

で、コミュニケーション類型ごとのテキス



トの特徴を明らかにし、テキスト特徴量と

コミュニケーション・スタイルの関係を明

らかにした。社会学、言語学、情報学的、

社会情報学的見地から分析、解釈を行い、

方法論的、実証的知見を整理した。 
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